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コ ー ス：授業実践力向上コース 
 
 
 
中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（平成 23 年 1 月）では、「基礎的・汎用

的能力」について以下の 4 つの能力を定義している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問：「基礎的・汎用的能力」を学校教育で育成するために、どのような取組が実施できるか、学習指導要領において述べられてい

るキャリア教育のあり方について触れつつ、あなたの教育経験や実習等での経験を踏まえて 1200 字程度で説明しなさい。その

際、4 つの能力のうちいずれかに絞って説明してもよいものとする。 
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° 人間関係形成・社会形成能力 
・ 相手の意見を聴いて自分の考えを伝える、役割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参画する…など 
・ コミュニケーション・スキル、チームワーク、リーダーシップなど 

° 自己理解・自己管理能力 
・ 主体的に行動する、自らの思考や感情を律する、進んで学ぼうとする 
・ 自己の役割の理解、前向きに考える力、ストレスマネジメント、主体的行動など 

° 課題対応能力 
・ 情報の理解・選択・処理、課題発見、計画立案、実行力、評価・改善等 

° キャリアプランニング能力 
・ 学ぶこと・働くことの意義や役割の理解、多様性の理解、将来設計、選択、行動と改善等 
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【出題の意図】 

問：答申によれば、キャリア教育とは「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力

や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」である。キャリア教育は、特定の活動や指導

方法に限定されるものではなく、様々な教育活動を通して実践されるものであり、幼児期から高等教育

まで体系的に進められる。その中心として基礎的・汎用的能力を確実に育成するとともに、社会・職業

との関連を重視し、実践的・体験的な活動を充実することが必要である。また、学習指導要領総則では、

「社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう、特別

活動を要としつつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ること」が指摘されている。 

 このことから、まずキャリア教育の基本的なとらえ方について踏まえた上で、特別活動の中の学級活

動や学校行事等において、4 つの能力のうちどれを意識して育成していきたいと考えているのか、論じ

る問題である。その際、具体的な取り組みを挙げて説明することが求められているので、特定の行事の

中で体験する内容を例に挙げたり、特定の教科等において取り組める学習活動を例に挙げたりして、そ

れらの体験や活動によって育成されるであろう能力について論じられることが望ましい。 
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